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以下の通知が厚生労働省より参りましたのでお知らせいたします。 



事  務  連  絡  

▲平成22年12月2日  

∵般社団法人 日本造血細胞移植学会 理事長ノ 殿 

厚生労働省健康局  

疾病対策課臓器移植対策室長  

臓器移植を介したバラムチア・マンドリルリス感染によるアメーバ脳炎にろいて   

標記につきましてを享、2009年に米国ミシシッピー州ご及び2010年にアリゾナ州  

にてそれぞれ行われた臓器提供により、4身の患者がドナー由来と考えられるバ  

ラムチア・マンドリルリス感染によるアメーバ脳炎を発症し、うち3名が死亡し  

たとの報告が米国疾病管理センター（CDC）よりあったところです。   

これを受け、国立感染症研究所に設置されてい卑「感染症健康危陳情報評価検  

討会および生物学的製剤に由来する感染症情報収集検討委員会」（第45回）が関  

連する文献についてレビューを行い、報告書をまとめました。   

つきましては、当該報告書の「臓器移植を介したバラムチア・マンドリルリス  

感染によるアメ′－バ脳炎」に関する部分の抜痺を情報提供いたしますので、貴会  

員等に対する周知についてよろしくご対応をお願いします。   



、  

平成22年10月 22日  

第45一回  

感染症健康危険情報評価検討会およびノ  

生物学的製剤に由来する感染症情報収集検討委員会  

＼  

報告  

I  

／  

平成1豆2車竜宮4－白から平鹿豆豆年10ノ月7白までの間に収集された・  

情報について、平成22年10月7日に上記委員会を開催し検討した結果、  

別紙の情報1件について注意喚担のため、‾他1件は参考甲ために情報提供が  
し「＼  

必要であると判断した。  

く  

＼ 

（生物学的製剤に由来する感染症情報収集事務局まとめ）  
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報告1  

本省報告年月日  如10年10月22日  

維持報告年月日  2010年10月06日  

表題  移植を介したバラムチア・マンドリルリス感染－ミシシッピ丁州、2009年  

原文タイトル  励hmu虚jbmaDdiLh2血TransmittedThroughOrganTransplantation  

←－Mississippi，2009  

【日本語要旨】  

2009年12月14日にミシシッピー州の開業医から、移植後脳炎としてCDCへ報告があった腎移植後  

の2感染事例。症例の予後は共に不良で、31歳女性、転帰は死亡と、27歳男性、生存しているが  

神経学的な後遺症が見られる。両症例共に同一臓器提供者からの移植であった。  

臓器提供者の脳からアメーバ感染ゐ病理組織所見を待、′腎移植者2名と提供者の検体を検査した結果、  

移植によるバラムチア・マンドリルリス（励血Ⅲ打払由劇即d：地上詞感染からのアメーバ脳炎の確定 1  

診断となった。  

臓器提供者は4 

A型インフルエーンザと診断、入院せず抗ウイルス剤投与で改善したが、11、片3 日に突然の頭痛と  

痘攣で入院した。感染症からのADEMと診断できる検査および臨床の所見があったが、原因は確定  

できないまま経過し∴対症療法によって一旦緩解するもミ再発し、11月19 日に脳死宣告を受け、  

心臓、肝臓、両側腎が3箇所のセンターで4人へ移植された。その後の調査から、本症例は  

ケンタッキー州、ミシシッピー州、フロリダ州に在住歴があり、戸外で土壌と触れる機会の多い遊びを  

多くしており、土壌中の自由生息アメーバへの曝露機会があったくとが確認された。前駆症状と  

して、痘攣を起こす4′ヶ月ほど前に兆候があらたが、免疫不全などのリスク因子は確認されなかった。  

腎移植を受けた死亡例の女性は、高血圧と糖尿病からの腎機能悪化の末期にあった。′移嘩後20 日  

It に、頭痛を含む症状を呈し、2 日後に意識喪失の状態で緊急搬送され、移植後16 日の脳生検による  
診断でバラムチアのアメーバ脳炎が確認された云多剤による投薬治療の効果無く、移植後75日で死亡。  

27歳男性は巣状分節性糸球体硬化症（FSGS）による移植患者で、移植後20 日に発症し、前出死亡  
例と同じ病院へ3 日後に転送されMRIおよび髄液所見などから感染を疑い、前出例と同様の治療を  
受けた。PCRと髄液培養によって感染確定診断された。2ケ月の昏睡状態を経て、神経学的後遺症を  

残しつつも、移植後159日で退院した。   

心臓移植を受けた2歳の男児は、無症状であったが、前出死亡例の感染確認後にこバラムチア感染疑い  

で検査と予防的投薬治療を、6週間受けた。現在も異常は見られない。  
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【原文要旨】  

OnDecember14，2009，aPhysicianinMississippicontactedCDCtorQPOrtlPOSSlble  

transplant－tranSmlttedencephalitisintwokidneytransplantrecipientswho  

Sharedthesameorgandonoi！．Histopathologictestingofdonorautopsybi：aintissue  

atCDCshowedamebae，andsubsequenttestingofspecimensfrom、thedonorand  
＼  

thetwokidn9yreCIPlentS60nfirmedtransmissionbytransplantationofBなhB2utb血  

gT？Duhmato云sameblC、enCePhalitis（GAE），ararediseasecausedbyBbhmutbLQ  

血如虎肇短句afree－1ivingamebafoundlnSOil（1）．Onekidieyrecipient，aWOman  

aged31years，died；theotherrecIPient，amanaged27years，Survivedwith  

neurologlCSequelae．Recipientsoftheheartandliverfro血thesamedonorreceived  

PreemPtlVetherapyan¢haveshownnosignsofinfection．Thedonor，aPreViously  

healthyboyaged4years，WaSPreSⅥmedtohaセediedfrbmacutedlSSemlnated  

encephalomyelitis（ADEM），anautOimmunenelげ0logicdisease，a鮎rinfbctionwith  

in且uenzaA．Aniivestigationwasconductedbythestatehealthdepartmentsin  

LMississippi，－Kentucky；Florida，andAlabamaandCDCtocharacterizethecases巨  

61ucldat芦POSSlbleexposuresinthedonor，qnddeveloprqcommendationsforearly  
l、  

detectibnandprQVentioh．Thisisthe丘rstreported，tranSmissionof励hmutbjbby  

Or甲ntranSplantation・ClmiciansshouldbeawareofB尋hmutbjbinfectionasa  

potentially払talcauseofencephalitis．Org？nPrOCurementOrganlZations（OPOs）  

しandtranspl血tcentersshouldbeawareofthepotentialforB尋血mutbibin飴ctlOnin 

donorswithencephalltlSOfuncertaineti0logy，andOPOsshouldcomm11血catethlS  

elevatedriskforinfectlOntOtranSPlantcentei・SSOtheycanmakeaninformedrisk  

assessmentinthedecisiontoacceptdnorgan．   

出版形式   Jo皿al   

出版年月日  2010年09月17日   

分野  微生物一般，移植  

】  英語   

報告対象地城  北アメリカ   

筆者1   

出版物名／ MorbMortalWklyRep・ 

巻・号・頁  巻数59  号数36′  

U庄L   

htto．／／www．cdc．gov／mmw＝r／l］df／wk／mm5936．1］df  

論文種類  原著論文  

出版地  USA  

報告対象国等  アメリカ   

著者2   

ページ番号1165・1170  

httl〕こ／／www．cdc．ピOV／mmwr／13review／1ⅡmWrhtml／血m5936al．h血？s，Cid＝mm5936alw  
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報告2  

本省報告年月日  2010年10月22日、  

維持報告年月日  2010年10月06日  

表鱒  移植によりアメーバ性脳炎に感染した2例目クラ、スターの出現－－－2010年  

米国アリゾナ州  

原文タイトル Amoebabl左medin2moreorga血transplantdeaths  

【日本語要旨】  

アトランタ発：米国アリゾナ州の臓器移植患者2名が、、提供者からのアメーバ感染で死亡  

したと米国保健当局が発表。  

本事例は自由生息アメーバゐバラヰチア・マン■ドリルリス（鱒卑加地隼率ヰ叫地中に  

臓器移植を介して感染した、ノ臓器移植関連脳炎の2件目クラスターである。  

臓器移植≠術を受けた患者や免疫システムの低下した人々には特に危険である。  

1件目のクラスタ†は－2bo9年、Mississippiミシシッーピ丁州で確認されたo 

ニ 臓器提供者は27歳男性、造園業で、2010年7月にアリゾナ州内で死亡。死因は脳卒中と  
ヽ 考えられていた。肝臓の提供を受けた56歳男性は、2010年8月17日に死亡。腎臓および  

膵臓の移植術を受けた24歳男性は、2010年8月30日に死亡した。臓器提供を受けた他の  

2人（心臓移植1人、片腎移植1人）は生存し、現時点で症状は見られていない。  

【原文要旨】  

ATLANTA－U．S．healtho仇cialssaytwoArizohaorgantran如Iahtrecipientsdiedofan  

infectionfromamicroscopICParaSitetheygot－fromtheirorgandonor．  

Thedeathsarethesecondcon且rmedclust6roftmnplant－relatedencephalitiscausedby  

励hR2U仏由R2aB血地頭anamoebafoundi益soil．Itisespecia11ydangeroustopbople  

undergolng Organ tranSplantS and who have wea、kenedlmmune Sタstems．Thefirst  

ClusteroccurredlnMississippilastyear．  

The donor，a．27・year－Old malelandscaper，diedinArlZOnainれ11yfromwhat・doctors  

believedwasastrokeこA56－year－01dinaleliverreciplentdiedAug．17．A24－year－01dmale  

kidneyandpancreasrecipientdi6dAug．30．Twootherrecipients，OneWhogotaheart  

andanotherakidney・ 

∴／仁  

論文種類 痺例報告／ニュース 

出版地  USA  

出版形式  JolⅡnal  

出版年月日  2010年09月17日  

分野  移植  

～  

英語  幸三丘 Flロロ  
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報告対象地城  北アメリカ  

著者1  

出版物名  APNews／MMWR  

報告対象国等  アメリカ  

著者2 

巻・ノ号・頁  巻数 59  号数 36  ページ番号、1182  

URL  

httn：／／www・Cdc・ど0V／mmwr／l〕reView／mmw止血11／mm5936a4・htm 

ht加：／／www．goo巨1e．c6血／ho占te血ew＄／al〕／article／ALeqM5hRIF3jdPwC］〕UM′bCi18iP白n）WWfAD9  

【コメ・ント】  

2009年と2010年に米国で発生した、臓器移植によって感染したアメーバ性脳炎（既額面頑適  

皿卸商助如或 の集団発生が二件報告された。この自由生活性アメーバは土壌をはじめとする  

環境に幅広く′分布し、日本においても遡り調査で、1976年より現在までに8例が見つかって  

いる。しかしながら、そのほとんどが死後の剖検によづて診断されており、生前の診断は非常  

に難しいので潜在的に更に患者は発生しているものと思われ、日本においてもこの感染症の 

リスクは存在する。今般のように積極的に脳死移植が行われつ？ある状況では、日本において  

も臓器移植によるこの感染症の伝播のリスクは存在する。  

今回米国CDCは、この二つわ集団発生を受け、移植ドナーにおける移植前診断は非常に難し  

ていものの、レシピエントにおいて発症した場合には致死率も高いので、少なく、とも臨床医、  

移植医、公衆衛生従事者におじ、ては、 

ページに掲載している。  

日本においても、米国においてこのような事例があったことと、このような感染症が存在す  

ることを臨床医、および臓器移植に関わる方たち、そして公衆衛生従事者に対して情報提供を  

行っておくことが必要だと考える。  

－【参照】  

①第41回2plO年1／17委員会提出資料2009年12月19日付abcニュースの文献掲載こ し  

ABCNews［CDC：RareInfectionPassdonbyMiss．Organdonor］  

http：／／abcn如s．go．com缶rint？id＝9379016  

②MMWR【Notesfromtも＿eField：Transplant・Transmitted励hB2UtbhB2aDdiiLh2血”－  

Arizon示2010］http：／／ww示．cdc．gov／mmwr／preview／nmwrhtmlhnp15936a4．htm  

③MMWRJuly18，200857（28）；768－771励hR2UtbjhAmebicEncephalitis”California，  

1999－－2007  

④http：／／www．cdc．gov肝eatures／OrganSafety／  

http：／／www．cdc，gOVIbalam11thia／（画像）  

＊1990年に本疾患が認帯されて以降、世界で約、150例の報告がなされている。  
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